
拘束時間(223時間）をさらに短縮するための取り組み    1
丘

--
►荷主企業（発荷主）

コンクリート製品のパイルならびにポールを製造している。親会社の本社は東京で、
実施者は子会社の1社。茨城県内に川島工場（第1工場、第2工場）と女方工場が

ある。製品の納品先は通信会社、電力会社、鉄道会社、一般会社で、納品先は資
材センターと現場に大別できる。

►事業者（元請けの1社）

本社は東京で、一般貨物自動車運送、クレーンリース、産業廃棄物収集運搬、重量

物運搬据付、その他を行っている。事業実施者は茨城支店でドライバー数は35人
（他に荷主の構内作業従事者もいる）。

►荷種

ポール、パイルを大型車あるいはトレーラにバラ積み（ボルト・ナットなど多少の付帯
品もある）。

こ““‘拘束時間月平均 223時間20分
待機時間 2時間33分
すでに短い

＞さらに
・ 短縮
するには？

今年度は

実態調査

をしよう！

'調査結果から次年度以降出荷リストのEDP化に取り紺み
事前チェック早めに＝待機時間短縮目指す

 l-
ー

卜

9,'I'-

＿
＿
■
―
―
―
―
-
―
一
●
一

•9 ·’
t - lTT→ _

90



① 実施荷主の専属ドライバー（約90％の仕事を専属的に行っている）の4カ月間の月
平均の拘束時間は223時間20分、うち運転時間は139時間36分、積込時間17時
間53分、荷卸時間16時間27分、待機時間2時間33分。

② 必要な場合の高速料金支払い、現場納品先で2時間以上の手待時間には荷主が先
方に請求して料金支払いなども行われている。

③ 業界の実態を踏まえると現状でもかなり良い状況にある。ここからさらに改善をする
にはどうするか。改善点を分析することを取組課題とした。

現状の作業フロー上の課題を抽出して検証するための実態調査として

① 車両の工場入場時間～積込開始時間～積込終了時間～検査終了時間をドライバー
が記入し荷主担当者が確認。

② 調査結果の集計・分析と改善点の抽出。

③ 荷主と事業者の協力による改善策の検討と実施。

二
ヽ

元 ー 結 果 」

① 調査期間は12月1日から同27日まで。第1工場置場、第2工場置場、女方置場、大
内置場、石塚置場を合わせた有効回答数は1126（人＝台）。

                     1  25        1  55
分（大内置場）、積込時間平均32分（女方置場）～1時間10分（大内置場）、待機時
間平均14分（石塚置場）～55分（女方置場）などが明らかになった。

③ 分析結果からは、法則的な曜日波動は見られない、第2工場置場は車両による時間

の差が大きい、女方置場は全体的に待機時間が長い、大内置場と石塚置場は全体
的に積込時間が長い、ということが分かった。

④ 荷役機械と作業体制の検討、出荷チェックリストのEDP化による効率化など、新年度

                                     10
分短縮予定。

① チェックリスト作成のEDP化などを図れば、物流グループ担当者の作業時間短縮にも
つながる。平均30分短縮予定。

② チェックリストの作成が早くなると、荷主の出荷現場の作業段取りに余裕が生じる。

事業に取り組む時点ですでに労働時間が短かったが、これには過去からの取り組みの

                              5 ③が構造的な改善
課題として抽出できた。このポイントは荷主側の積極的姿勢にある。
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